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9 月定例会
令和 5 年度決算認定　 　　     ・・・   2
補正予算、条例改正など　　  ・・・   5
活動報告など　　　　　　　  ・・・   7

一般質問　　　　　　　　 ・・・   8
傍聴者の声　　　　　　　　  ・・・11
議会ニュースなど　　　　　  ・・・12

2024.10.25No.176

議会だより
発行／福岡県遠賀町議会

おんがちょう



22024.10.25 遠賀議会だより No.176

会　計　名 歳　入 歳　出 差引残額
一 般 会 計 95 億８９９2 万円 ９３億１２２７万円 ２億７７６４万円

下 水 道 事 業 会 計
（収益的）６億　４９１万円 ５億９１０３万円 １３８８万円
（資本的）３億２６０５万円 ４億７８４６万円 ▲１億５２４１万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 ２１億８７７５万円 ２０億６８３６万円 １億１９３９万円
住宅新築資金等貸付事業 ８２２万円 ７６２万円 ６０万円
遠賀霊園事業 ６１７５万円 ５８０１万円 ３７３万円
土地取得 ２９６万円 ２９１万円 ５万円
後期高齢者医療 ４億　７５４万円 ４億　３５４万円 ４００万円

定例会９月

監査委員要望事項
　本年度の普通会計の決算状況をみると
２億９１１６万円の赤字である。

　決算規模は、前年度と比較して縮小し
ている。これは主に、防衛施設周辺民生
安定施設整備事業補助金の皆

（注）

減による国
庫支出金の減によるものである。

　今後も、駅南基盤整備事業や山手線道
路切替事業に関する経費、小中学校を含
む公共施設の修繕費、基幹システムの標
準化・共通化事業など大型事業が予定さ
れており、厳しい財政状況が予測される。

　住民が充実できるまちづくりを目指し
ていただき、町税をはじめとする自主財
源のさらなる収納率向上に努めるととも
に、可能な限り起債や基金からの繰入金
に依存しない健全な行財政運営を図って
いただくよう要望するものである。

一般会計 歳 入　　（万円未満四捨五入）

町税の税目別収入状況 （万円未満四捨五入）

固定資産税
9 億 8 9 0 0 万円

軽自動車税
6 9 2 0 万円

たばこ税
1 億 5 9 3 5 万円

町民税
9 億 3 5 4 7 万円

令和5年度  ２1 億 5302 万円

歳入総額
95 億 8992 万円

依存財源　55.4％
（内訳）

国・県支出金　 23.9％　 地方交付税　 21.3％
地方消費税交付金　    4.6％　 町負（借入金）　　3.4％
そ  の  他　　2.2％

 令和 5 年度　各会計歳入歳出決算一覧 （万円未満四捨五入）

自主財源　44.6％
（内訳）
町　　税　 22.5％　 そ  の  他　　2.5％
繰 越 金　　5.9％　 分担金・負担金　　3.3％
繰 入 金　　2.3％　 寄 附 金　　8.2％

※表の金額は万円未満を四捨五入していますので、差引残額に差異がある場合があります。

まちづくりをまちづくりを
　９月定例会は、９月９日から 26 日まで
18 日間開催されました。
　議案は、令和５年度一般会計と 5 つの特
別会計等の決算認定、条例改正、令和６年
度一般会計補正予算など、22 議案が上程さ
れ、慎重審議を行いました。

（注）皆減　
　前年度から全額減少したもの
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一般会計 歳 出　 （万円未満四捨五入）

※町財政状況の詳細は、遠賀町ホームページをご覧ください。
※表の金額は万円未満を四捨五入していますので、小計と合計に差違がある場合
　があります。

その他
　

４億６９９０万円

民生費

３5億７万円

総務費

２２億８９３７万円

教育費

６億６１２４万円

消防費

２億８０２０万円

公債費
（借入金の返済）

６億４９８３万円

衛生費

５億１５３３万円

（内訳）
農林水産業費　2 億 3491 万円
商 　工 　費　1 億 3820 万円
議　 会 　費　　　 9608 万円
災 害 復 旧 費　　　   71 万円

歳出総額歳出総額
9393 億億 12271227 万円万円

民生費民生費
37.6％37.6％

教育費教育費
7.1％7.1％

土木費土木費
10.2％10.2％

総務費総務費
24.6％24.6％

消防費消防費
3.0％3.0％

その他その他
5.5％5.5％

公債費公債費
（借入金の返済）（借入金の返済）
7.0％7.0％

土木費

９億４６３２万円

衛生費衛生費
5.5％5.5％

    令和 5 年度令和 5 年度  決算認定決算認定
コロナ禍と物価高騰を乗り越えるための支援を柱に

（一般会計・国民健康保険事業特別会計・　　
　後期高齢者医療特別会計　　 賛成多数認定）
（その他すべて　 　　　　　　全員一致認定）

ふるさと納税増ふるさと納税増！！豊かな豊かなふるさと納税増！豊かな

物価高騰により大きな影響を受けている
町民の生活を支援し、地域経済の循環を実現。
　住民税課税世帯１世帯当たり・・・１万円
　住民税非課税世帯等１世帯当たり・５千円
　人数額（世帯主以外分）
　世帯人数２人目以降１人当たり・・５千円

物価高騰対策商品券事業（歳出）
　　　　　　　　　　　　　　１億３１２８万円
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こ
ん
な
質
問
も

　
あ
り
ま
し
た

令和 5 年度一般会計、下水道事
業会計、５つの特別会計の歳入歳
出決算について、各担当課から主
要施策の事業実績を中心に概要聴
取を行い、予算がどのように事務
事業に反映されたかを審査しまし
た。

審査報告審査報告
決算特別委員会

9月17日〜19日9月17日〜19日

令和5年度令和5年度委
員
長
報
告

決算特別委員会

決
算
特
別
委
員
会

～
私
た
ち
が
審
査
し
ま
し
た
～

委 

員

委 

員

委 

員
委 

員

課 

長

課 

長

課 

長
課 

長

撤去検討中の野球場照明

　

歳
入
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

　
「
収
入
確
保
の
努
力
義
務
が
十

分
に
な
さ
れ
て
い
る
か
」
に
着

目
し
、
具
体
的
に
は
「
町
税
の

徴
収
が
効
果
的
に
な
さ
れ
て
い

る
か
」「
補
助
金
を
予
算
ど
お
り

に
確
保
で
き
て
い
る
か
」「
そ
の

他
収
入
確
保
の
努
力
が
十
分
で

あ
っ
た
か
」
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、　

　
「
議
決
さ
れ
た
予
算
が
適
正
か

つ
効
果
的
に
執
行
さ
れ
た
か
、

ま
た
、
ど
の
よ
う
に
事
業
効
果

が
上
が
っ
た
か
」
に
着
目
し
、

具
体
的
に
は
「
支
出
が
適
法
適

正
に
な
さ
れ
て
い
る
か
」「
不
用

額
は
妥
当
で
あ
る
か
」「
予
算
の

流
用
や
予
備
費
の
充
当
は
適
正

か
」「
補
助
金
の
効
果
が
あ
が
っ

て
い
る
か
」
な
ど
に
つ
い
て
審

査
し
ま
し
た
。

　

審
査
を
行
っ
た
結
果
、
委
員

会
か
ら
下
記
の
よ
う
な
指
摘
を

し
、全
議
案
を
認
定
し
ま
し
た
。

副
委
員
長

委
員
長

松
本　

登

二
村　

誠
司

舛
添　

博
孝

野
口
久
美
子

立
石
紘
一
郎

松
尾　

啓
太

下
段 

右
か
ら

上
段 

右
か
ら

  来年までに検討を！

決算特別委員会から
町執行部へ

　

次
の
指
摘
事
項
は
、
町
執
行

部
で
検
討
さ
れ
、
令
和
７
年
３

月
定
例
会
で
報
告
さ
れ
ま
す
。

指
摘
1

指
摘
2

　

消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
団
員
が
減
少
傾
向
に
あ
る

た
め
、
団
員
の
確
保
に
努
め
ら

れ
た
い
。

　

職
員
の
健
康
診
断
に
つ
い
て

は
、
要
精
密
対
象
者
と
な
っ
た

職
員
の
受
診
率
の
向
上
に
努
め

ら
れ
た
い
。

合
葬
墓
に
つ
い
て
の
需

要
と
状
況
は
。

合
葬
墓
は
ま
も
な
く
入

札
を
行
う
。
そ
の
経
費
、
維
持

費
が
算
出
さ
れ
て
い
な
い
た
め

遠
賀
総
合
運
動
公
園
の

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
野
球
場
ナ

イ
タ
ー
照
明
が
使
用
で
き
な
い

と
あ
る
が
、
今
後
、
修
理
、
撤

去
、
新
設
の
予
定
は
。

ナ
イ
タ
ー
照
明
設
備
は

現
在
漏
電
し
て
い
る
た
め
電
気

を
止
め
、
撤
去
に
向
け
て
検
討

を
進
め
て
い
る
。
設
置
と
な
る

と
か
な
り
の
金
額
が
か
か
る
た

め
現
状
で
は
考
え
て
い
な
い
。

地
域
活
性
化
商
品
券
は

発
行
額
と
希
望
者
の
申
込
額
に

ど
れ
く
ら
い
の
差
が
あ
っ
た
の

か
。
皆
に
行
き
渡
る
よ
う
に
は

で
き
な
い
の
か
。

令
和
５
年
度
の
平
均
購

入
額
は
７
月
で
４
万
７
０
０
０

円
、
10
月
で
４
万
４
０
０
０
円

程
度
。
７
月
の
落
選
が
３
５
１

人
、
10
月
は
２
０
６
人
で
、
10

月
は
初
め
て
申
し
込
む
人
が
優

先
的
に
当
選
す
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
る
。
公
平
に
と
い
う
観

点
か
ら
商
工
会
と
協
議
し
て
行

っ
て
い
る
。

入
札
制
度
に
つ
い
て
地

元
事
業
者
育
成
の
た
め
に
行
っ

て
い
る
方
策
は
。

地
元
の
指
名
登
録
事
業

者
か
ら
、
そ
の
工
事
に
対
す
る

適
正
を
見
て
、
指
名
委
員
会
で

決
定
し
て
い
る
が
、
地
元
事
業

者
の
育
成
は
大
き
な
ウ
エ
イ
ト

を
占
め
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、

１
３
０
万
円
以
内
の
小
規
模
工

事
の
登
録
制
度
が
あ
る
の
で
、

地
元
事
業
者
や
個
人
事
業
者
に

登
録
し
て
い
た
だ
き
、
優
先
的

に
契
約
し
て
い
る
。

2項目の指摘2項目の指摘

合
葬
墓
１
基
あ
た
り
の
料
金
設

定
が
で
き
て
い
な
い
。
改
葬
の

手
続
き
や
料
金
の
問
い
合
わ
せ

が
非
常
に
多
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
速
や
か
に
周
知
、
募
集
を

行
い
た
い
。
現
在
１
基
１
６
８

室
で
計
画
中
だ
が
、
需
要
に
よ

っ
て
は
４
基
ま
で
建
設
可
能
と

な
る
。
今
後
の
状
況
を
見
な
が

ら
柔
軟
に
整
備
し
て
い
く
。
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一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

令和 6 年度

9
0
1
3
万
円 

増  

額

（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

一
般
会
計
補
正
予
算

（
賛
成
多
数
可
決
）

　
第
３
回
目
の
補
正
予
算
は
、

９
０
１
３
万
円
を
増
額
し
、
予

算
規
模
は
86
億
７
５
５
７
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

  【
主
な
も
の
】

認
可
保
育
園
給
食
食
材
支
援
補

助
金

　
　
　
　
　
　
　

５
９
４
万
円

　

物
価
高
騰
が
続
く
中
、
町
内

３
保
育
園
に
食
材
費
の
購
入
支

援
と
し
て
、
園
児
１
人
当
た
り

月
１
１
０
０
円
４
５
０
人
分
を

４
月
か
ら
３
月
ま
で
１
年
間
助

成
す
る
も
の
。

町
制
60
周
年
記
念
ボ
ー
ル
ペ
ン

を
中
学
生
に
配
布

９
３
万
円

　

町
内
の
中
学
校
に
通
う
全
生

徒
に
対
し
、
記
念
の
ロ
ゴ
マ
ー

ク
を
入
れ
た
多
機
能
ボ
ー
ル
ペ

ン
を
配
布
す
る
も
の
。

浅
木
小
学
校
南
側
へ
横
断
歩
道

の
移
設
改
良
工
事

　
　
　
　
　
　
　

３
５
５
万
円

　

通
学
路
の
安
全
向
上
を
図
る

た
め
、
ふ
れ
あ
い
の
里
北
東
側

の
横
断
歩
道
を
浅
木
小
学
校
南

側
へ
移
設
し
、
路
面
標
示
、
道

路
舗
装
、
縁
石
、
照
明
設
備
設

置
等
交
差
点
の
改
良
工
事
を
行

う
も
の
。

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
競
技
支
援

ス
ポ
ー
ツ
用
具
整
備
費

　
　
　
　
　
　
　
　

６
３
万
円

　

モ
ル
ッ
ク
・
ペ
タ
ン
ク
・
ボ

ッ
チ
ャ
の
ス
ポ
ー
ツ
用
具
の
購

入
を
行
う
も
の
。

移設される横断歩道

交通不便地域を補うデマンドバス（イメージ）

条
例
制
定

条
例
改
正

デ
マ
ン
ド
バ
ス
有
償
実
証
運
行

の
条
例
を
制
定

　
　
　
　
　
（
全
員
一
致
可
決
）

　

交
通
不
便
地
域
対
策
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
便
数
の
補
完

と
し
て
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
有

償
実
証
運
行
を
実
施
す
る
に
あ

た
り
、
町
民
の
日
常
生
活
に
必

要
な
交
通
手
段
の
検
証
を
す
る

た
め
、
そ
の
管
理
及
び
運
行
に

関
す
る
必
要
な
事
項
を
定
め
る

も
の
。

　

令
和
７
年
４
月
１
日
施
行
、

運
行
開
始
は
令
和
７
年
夏
の
予

定
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
高
齢
者

割
引
の
年
齢
と
回
数
乗
車
券
１

枚
当
た
り
運
賃
の
引
き
上
げ

　
　
　
　
　
（
賛
成
多
数
可
決
）

　

現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
賃
収
支
率
29
％
を
、
安
定

し
た
収
支
率
34
％
に
な
る
よ
う

改
正
す
る
も
の
。

①
高
齢
者
割
引
の
年
齢
を
60
歳

以
上
か
ら
70
歳
以
上
に
引
き
上

げ
る
。

②
回
数
乗
車
券
を
２
０
０
円
券

10
枚
１
６
０
０
円
か
ら
２
０
０

円
券
11
枚
２
０
０
０
円
に
引
き

上
げ
る
。

　

令
和
７
年
４
月
１
日
施
行
。

発　
　

委

契　

約　

（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

遠
賀
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
（
全
員
一
致
可
決
）

　

遠
賀
町
議
会
会
議
規
則
に
、

全
員
協
議
会
に
関
す
る
規
定
を

新
た
に
加
え
る
も
の
。

※「
発
委
」
と
は　

　

委
員
会
が
議
会
に
提
出
す
る
議
案
の
こ　

　

と
。

　

戸
切
川
と
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線

間
の
補
強
土
壁
工
事
を
施
工
す

山
手
線
道
路
改
良
工
事
（
そ
の

７
）
請
負
契
約
の
締
結　
　
　

（
全
員
一
致
可
決
）

る
た
め
、
請
負
契
約
を
締
結
す

る
も
の
。

▼
契
約
金
額

　

６
８
５
０
万
円

▼
契
約
の
相
手
方

　

株
式
会
社
大
和
総
合
建
設

▼
工
期

　

令
和
７
年
２
月
28
日
ま
で

人
事
案
件

教
育
委
員
会
教
育
委
員
の
任
命

　
　
　
　
　
（
全
員
一
致
同
意
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
再
度
任

命
を
す
る
も
の
。

　

吉
岡　

美
保　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
浅
木
区
）

●
任
期

　

令
和
６
年
11
月
11
日
か
ら

　

令
和
10
年
11
月
10
日
ま
で



62024.10.25 遠賀議会だより No.176

意

見

書

請

願

賛
成
討
論
（
2
名
）

反
対
討
論
（
5
名
）

学
校
給
食
無
償
化
の
実
施
を
国

に
求
め
る
意
見
書
の
提
出

（
全
員
一
致
可
決
）

（
関
係
機
関
に
送
付
）

▽
提
出
者　

仲
野
議
員

▽
提
出
賛
成
議
員　

仲
摩
議
員
・

立
石
議
員
・
濵
田
議
員
・
松
尾

議
員
・
二
村
議
員
・
舛
添
議
員
・

中
野
議
員

　

学
校
給
食
は
、
児
童
・
生
徒

の
心
身
の
健
全
な
発
達
に
資
す

る
も
の
で
あ
り
、
望
ま
し
い
食

習
慣
を
養
う
な
ど
、
そ
の
教
育

効
果
は
大
き
い
。
子
育
て
支
援

策
の
一
環
と
し
て
、
小
中
学
校

の
給
食
費
を
全
額
補
助
ま
た
は

一
部
補
助
す
る
自
治
体
が
増
え

て
い
る
。

　

し
か
し
、
自
治
体
に
お
け
る

給
食
費
の
無
償
化
は
、
高
騰
す

る
人
件
費
や
材
料
費
お
よ
び
燃

料
費
な
ど
に
よ
っ
て
財
政
を
圧

迫
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
実
施
に
踏
み
切
れ
な
い

自
治
体
も
多
く
あ
る
。
そ
う
し

た
中
、
全
国
知
事
会
か
ら
「
学

校
給
食
費
の
無
償
化
の
実
現
に

向
け
て
は
、
地
域
の
実
態
な
ど

を
考
慮
し
た
上
で
、
国
の
責
任

と
財
源
に
よ
る
制
度
設
計
を
行

う
こ
と
」
と
の
提
言
も
な
さ
れ

て
い
る
。

　

国
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た

状
況
を
鑑
み
、
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
保
障
す
る
学

校
給
食
を
全
国
ど
の
自
治
体
に

お
い
て
も
保
護
者
の
経
済
的
負

担
な
く
実
施
す
る
た
め
、
国
の

財
政
支
援
に
よ
っ
て
、
す
べ
て

の
自
治
体
で
学
校
給
食
の
無
償

化
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

学
校
給
食
の
無
償
化
を
求
め
る

請
願
　
　（
賛
成
少
数
不
採
択
）

▽
請
願
提
出
者　

学
校
給
食
の

無
償
化
を
め
ざ
す
会

▽
紹
介
議
員　

野
口
議
員
・
松

本
議
員
・
田
代
議
員

▽
請
願
の
趣
旨

　

物
価
高
騰
の
影
響
が
、
格
差

と
貧
困
を
広
げ
子
育
て
世
帯
に

重
い
負
担
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

学
校
給
食
は
教
育
の
一
環
で
あ

る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
健
全

な
発
達
を
支
え
る
上
で
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
お
り
、「
義
務

教
育
は
こ
れ
を
無
償
と
す
る
」

と
憲
法
第
26
条
で
定
め
ら
れ
て

い
る
。
全
国
で
も
学
校
給
食
無

償
化
の
運
動
が
広
が
り
、
７
７

５
自
治
体
（
令
和
５
年
９
月
時

点
）
が
条
件
付
き
な
ど
も
含
め

て
無
償
化
を
実
施
し
て
い
る
。

本
町
で
も
自
治
体
が
義
務
教
育

の
無
償
化
に
責
任
を
持
ち
、
学

校
給
食
を
無
償
化
し
、
安
心
・

安
全
な
給
食
を
子
ど
も
た
ち
に

保
障
し
て
ほ
し
い
。

▽
請
願
項
目

１
．
小
中
学
校
給
食
費
の
保
護

者
負
担
を
無
償
化

２
．
子
ど
も
た
ち
の
健
康
や
成

長
に
配
慮
し
、
さ
ら
に
地
産
地

消
の
食
材
を
使
い
、
給
食
の
質

を
向
上
さ
せ
る

田
代
議
員

野
口
議
員

仲
野
議
員

立
石
議
員

仲
摩
議
員

濵
田
議
員

二
村
議
員

今
回
の
１
６
０
０
を

超
え
る
署
名
は
、「
無
償
化
に
な

れ
ば
負
担
が
減
り
、
少
し
で
も

将
来
の
た
め
の
貯
蓄
や
他
の
支

出
に
充
て
ら
れ
る
」
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
思
い
が
あ
っ
て
、
こ

れ
だ
け
の
数
が
短
期
間
に
集
ま

っ
た
。
議
員
は
、
町
民
要
求
の

実
現
に
努
め
る
こ
と
が
使
命
だ

と
訴
え
賛
成
と
す
る
。

大
切
な
税
金
を
学
校

給
食
の
無
償
化
に
使
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
町
民
の
強
い
意
思
表

示
で
も
あ
る
。

学
校
給
食
の
無
償
化

に
つ
い
て
は
反
対
で
は
な
い
が
、

請
願
の
内
容
や
紹
介
議
員
の
説

明
か
ら
、
学
校
給
食
を
無
償
化

に
す
る
た
め
に
必
要
な
予
算
の

根
拠
が
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
、

反
対
と
す
る
。

物
価
高
騰
の
中
、
本

町
独
自
で
完
全
無
償
化
を
実
施

し
よ
う
と
す
れ
ば
、
毎
年
１
億

円
ほ
ど
の
予
算
が
必
要
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

本
町
の
財
源
の
中
か

ら
、
受
益
者
負
担
の
無
償
化
、

ま
た
給
食
の
質
の
向
上
と
い
う
、

財
政
を
圧
迫
す
る
よ
う
な
内
容

で
あ
る
。
現
在
行
わ
れ
て
い
る

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
が

出
る
と
い
う
懸
念
も
あ
る
。

※「
請
願
」
と
は
、

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
町
政
な
ど
に
つ
い

　

て
の
意
見
や
要
望
、
政
策
を
町
議
会

　

に
提
案
す
る
制
度
で
紹
介
議
員
が
１

　

人
以
上
必
要 学

校
給
食
の
無
償
化

は
国
が
行
う
べ
き
も
の
だ
と
考

え
る
。
本
町
独
自
で
毎
年
約
６

０
０
０
万
円
以
上
の
資
金
を
崩

し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
は
と

て
も
考
え
ら
れ
な
い
。
町
の
単

費
を
使
う
上
で
は
、
児
童
生
徒

の
勉
学
に
対
し
て
、
よ
り
良
い

施
策
に
使
っ
て
い
た
だ
く
方
が

良
い
と
考
え
る
。

は
あ
く
ま
で
も
国
が
実
施
す
る

べ
き
だ
。
物
価
高
騰
が
続
き
、

厳
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い

る
人
が
多
く
お
り
、
助
け
て
欲

し
い
と
切
実
な
声
が
た
く
さ
ん

上
が
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

完
全
無
償
化
を
実
施
し
、
現
在

の
町
の
限
ら
れ
た
財
源
を
子
育

て
支
援
に
全
部
充
て
る
こ
と
は

現
実
的
に
難
し
い
。
住
民
の
声

を
町
に
届
け
る
こ
と
は
議
員
の

大
切
な
仕
事
だ
が
、
意
見
を
伝

え
る
だ
け
で
は
、
議
員
と
し
て

の
責
任
を
果
た
し
て
い
る
と
は

言
え
な
い
。 学

校
給
食
の
無
償
化
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議案名 議員名

賛否が分かれた議案　（○：賛成　 ▲：反対 　欠：欠席）　※全員一致の議案は除いています。

議席番号 １２３４５６７８９1011 12 13

会議名 仲
摩
野
口
田
代
松
本
立
石
萩
尾
濵
田
松
尾
二
村
舛
添
仲
野
中
野
織
田

９月
定例会

遠賀町コミュニティバス条例の一部改正について ○○▲○○○○○○○○○　
　
　 

（
議
長
）

福岡県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に関する協議について ○○▲○○○○○○○○○
令和５年度遠賀町一般会計歳入歳出決算の認定について ○○▲○○○○○○○○○
令和５年度遠賀町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について ○○▲○○○○○○○○○
令和５年度遠賀町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ○○▲○○○○○○○○○
令和６年度一般会計補正予算（第３号） ○○▲○○○○○○○○○
学校給食の無償化を求める請願 ▲○○○▲▲▲▲▲▲▲▲

活

動

報

告

活

動

報

告
議
会
運
営
委
員
会

議
会
改
革
推
進
会
議

　
　
　
　
　
行
政
視
察

　

令
和
６
年
７
月
29
日
、
30
日
、

　

新
冠
町
で
は
「
議
会
あ
り
方

協
議
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、

管
内
の
新
冠
町
を
除
く
６
町
の

議
員
定
数
の
動
向
を
調
査
し
、

定
数
削
減
に
至
り
ま
し
た
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
議
会
改

革
推
進
会
議
で
議
会
運
営
が
可

能
な
議
員
定
数
に
つ
い
て
議
論

が
進
ん
で
い
き
ま
す
が
、
慎
重

か
つ
大
胆
な
議
会
運
営
の
改
革

北
海
道
長
沼
町
と
新に

い
か
っ
ぷ冠

町
に
議

会
改
革
推
進
会
議
の
議
員
で
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
の
目
的
は
①
議

員
定
数
の
削
減
に
至
っ
た
経
緯

②
常
任
委
員
会
等
の
運
営
に
つ

い
て
の
２
点
で
す
。

　

長
沼
町
で
は
町
民
の
意
見
を

把
握
す
る
た
め
、
議
会
単
独
で

の
全
戸
対
象
の
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
も
踏

ま
え
、
議
員
定
数
を
削
減
す
る

条
例
改
正
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

が
必
要
だ
と
再
認
識
し
た
行
政

視
察
に
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
５
月
24
日
付
で
、

本
町
議
会
議
員
２
人
か
ら
「
全

員
協
議
会
を
遠
賀
町
議
会
会
議

規
則
へ
明
文
化
す
る
こ
と
に
関

す
る
要
望
書
」
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
５
月
28

日
に
議
長
か
ら
「
全
員
協
議
会

の
法
定
化
の
検
討
」
に
つ
い
て

諮
問
を
受
け
、
５
月
29
日
、
６

月
14
日
、
８
月
19
日
に
会
議
を

開
催
し
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

議会運営委員長から議長へ答申を提出

審
議
に
あ
た
っ
て
は
、
県
内
や

郡
内
の
状
況
を
踏
ま
え
検
証
を

行
い
、
慎
重
審
議
を
行
っ
た
結

果
、
議
会
運
営
委
員
会
と
し
て

は
、「
遠
賀
町
議
会
全
員
協
議
会

に
つ
い
て
は
、
協
議
ま
た
は
調

整
を
行
う
た
め
の
場
と
し
て
法

定
化
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」

　
「
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、
速

や
か
に
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
」

な
ど
の
意
見
で
一
致
し
ま
し
た
。

　

こ
の
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
答

申
を
、
８
月
19
日
に
議
長
に
提

出
し
ま
し
た
。

議会の活動 ( ８月～ 10 月）

　

答
申
を
受
け
て
、
９
月
定
例

会
で
会
議
規
則
を
改
正
し
、
会

議
規
則
に
全
員
協
議
会
を
新
た

に
加
え
ま
し
た
。

日程 本会議・委員会等

8 月 19 日
 町村議会常任・議会運営委員会
 委員長、副委員長研修会

8 月 19 日  議会運営委員会

9 月 2 日  議会運営委員会

9 月 7 日～ 8 日  第 33 回全国市町村交流レガッタ

9 月 9 日～ 26 日  9 月定例会

9 月 11・20・
26・30 日

 議会広報常任委員会

10 月 1 ～ 2 日  遠賀郡町議会議長会行政視察

10 月 2・10・16 日  議会広報常任委員会

10 月 18 日  遠賀郡町議会議長会議員研修会

10 月 31 日  １期目議員等研修会
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一　般　質　問

（https://www.town.onga.lg.jp）で公開します。

町独自の学校給食費の無償
化を実施する考えは

保護者の負担軽減策について財源
の確保も含めて検討を進めている

地
元
食
材
を
使
っ
た
学
校
給
食

完
全
無
償
化
の
場
合

の
予
算
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
し
て
実

施
を
考
え
て
い
る
か

議
員

議
員

令 和 6 年  9  月 1 2 日

教
育
長

教
育
長

町
　
長

なか  の　       しんざぶろう

仲 野 　 新三郎

給
食
費
の
無
償
化
と

い
う
の
は
本
来
、
国
が
責
任

を
持
っ
て
や
る
べ
き
だ
と
考

っ
て
い
た
ら
い
つ
に
な
る
か

分
か
ら
な
い
。
近
隣
の
町
が

無
償
化
や
一
部
補
助
を
始
め

た
と
い
う
状
況
を
鑑
み
た
と

き
に
、
本
町
と
し
て
も
何
か

し
ら
の
支
援
策
を
講
じ
る
べ

き
だ
と
考
え
る
が
、
本
町
で

完
全
無
償
化
を
実
施
し
た
場

合
、
年
間
で
ど
の
く
ら
い
の

予
算
が
必
要
に
な
る
と
試
算

し
て
い
る
か
尋
ね
る
。

え
る
が
、
国
が
や
る
の
を
待

令
和
６
年
度
の
給
食

費
ベ
ー
ス
の
、
小
学
校
月
額

４
３
０
０
円
、
中
学
校
月
額

５
１
０
０
円
で
年
間
の
見
込

み
額
を
算
出
し
た
と
こ
ろ
、

完
全
無
償
化
を
実
施
す
る
と

令
和
７
年
度
で
７
７
０
０
万

円
程
度
が
必
要
と
見
込
ん
で

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
見
込

み
額
は
物
価
高
騰
に
よ
る
食

材
費
の
値
上
げ
や
、
昨
今
の

米
価
格
の
上
昇
見
込
み
、
準

要
保
護
児
童
生
徒
へ
の
支
援

金
額
な
ど
の
要
因
は
含
ん
で

い
な
い
。無

償
化
事
業
を
行
う

場
合
は
何
十
年
も
継
続
し
て

行
う
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た

め
に
も
恒
久
的
に
安
定
し
た

財
源
を
確
保
し
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
同
時
に
、
今

後
の
米
価
格
も
含
め
た
物
価

の
高
騰
に
よ
っ
て
生
活
に
困

窮
し
て
い
る
人
や
、
福
祉
施

設
な
ど
へ
の
支
援
も
町
と
し

て
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
う
し
た
状
況
の

中
で
完
全
無
償
化
と
い
う
の

は
難
し
い
と
考
え
る
。
完
全

無
償
化
や
一
部
補
助
、
所
得

制
限
を
設
け
る
な
ど
自
治
体

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、

本
町
で
実
施
す
る
場
合
は
ど

の
よ
う
な
内
容
を
考
え
て
い

る
か
尋
ね
る
。

国
が
公
表
し
た
全
国

の
実
態
調
査
で
は
、
全
て
の

児
童
生
徒
を
対
象
に
完
全
無

償
化
を
し
て
い
る
自
治
体
や
、

一
部
の
学
年
に
限
定
す
る
、

多
子
世
帯
や
所
得
な
ど
の
条

件
を
定
め
て
一
部
無
償
化
と

し
て
い
る
自
治
体
な
ど
さ
ま

ざ
ま
あ
る
。
現
在
、
学
校
給

食
費
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
る
中
で
は

完
全
無
償
化
や
一
部
無
償
化
、

一
部
補
助
お
よ
び
多
子
世
帯

へ
の
支
援
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

パ
タ
ー
ン
で
試
算
を
行
っ
て

い
る
。
恒
久
財
源
と
し
て
予

算
の
確
保
が
必
要
な
こ
と
か

ら
、
持
続
可
能
な
形
で
制
度

を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
部
無
償
化
や
一
部
補
助
を

軸
に
検
討
を
進
め
て
お
り
、

令
和
７
年
度
の
当
初
予
算
で

何
ら
か
の
負
担
軽
減
に
つ
い

て
提
案
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
。

完
全
無
償
化
は
か
な

り
の
金
額
に
な
り
継
続
が
難

し
い
こ
と
、
他
の
予
算
に
影

響
を
与
え
、
多
く
の
支
障
が

出
る
こ
と
な
ど
の
課
題
が
あ

る
。
給
食
費
を
支
援
す
る
就

学
援
助
費
な
ど
の
利
用
を
呼

び
か
け
、
経
済
的
な
負
担
の

な
い
よ
う
に
し
て
い
く
。
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一　般　質　問

※一般質問の議事録は、遠賀町ホームページ

自
分
の
聴
力
に
適
し
た
補
聴
器
を

認知症予防のため補聴器購
入時、費用の一部助成を

他自治体の情報収集を行い、新年
度に向けて制度構築を進めている

最
初
の
補
聴
器
購
入

時
に
一
部
助
成
を

集
団
健
診
の
場
で

聴
力
検
査
を

議
員

議
員

議
員

町
　
長

町
　
長

町
　
長

令 和 6 年  9  月 1 2 日

の　ぐち　        く        み        こ

野 口 　 久 美 子

聴
力
に
よ
る
身
体
障

害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
な

く
て
も
、
早
期
に
補
聴
器
装

着
を
促
す
と
と
も
に
、
認
知

症
予
防
の
積
極
的
な
取
り
組

み
と
し
て
、
最
初
の
補
聴
器

購
入
時
に
、
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
考
え
は
な
い
か
。

県
内
で
も
複
数
の
自

治
体
が
、
聴
覚
障
が
い
に
関

す
る
身
体
障
害
者
手
帳
を

持
っ
て
い
な
い
人
に
対
し
て

補
聴
器
の
購
入
補
助
を
行
っ

て
い
る
。
文
献
の
中
に
は
、

軽
度
認
知
障
害
の
時
点
で
の

補
聴
器
の
装
着
は
有
効
で
あ

る
と
の
記
載
も
あ
る
。
本
町

に
お
い
て
は
、
高
齢
者
の
た

め
の
総
合
ケ
ア
と
し
て
有
効

で
あ
る
と
考
え
、
本
年
度
に

入
り
、
他
自
治
体
の
支
給
要

件
な
ど
の
情
報
収
集
を
行
っ

て
お
り
、
新
年
度
に
向
け
て

制
度
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
事
業
実
施
時
は
、
他

の
補
聴
器
補
助
制
度
と
と
も

に
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

認
知
症
対
策
と
し
て

自
分
の
聴
力
に
関
心
を
持
つ

よ
う
、
集
団
健
診
の
場
で
聴

力
検
査
を
実
施
す
る
考
え
は

な
い
か
。自

分
の
聴
力
に
つ
い

い
。
自
分
の
聴
力
に
関
心
を

持
つ
た
め
の
き
っ
か
け
作
り

と
し
て
集
団
健
診
で
の
聴
力

検
査
も
含
め
、
ど
の
よ
う
な

方
法
が
良
い
の
か
、
今
後
の

課
題
と
し
て
受
け
止
め
る
。

て
、
加
齢
性
の
難
聴
な
ど
は
、

本
人
が
気
付
か
な
い
う
ち
に

進
行
し
、
周
囲
も
難
聴
で
あ

る
こ
と
が
分
か
ら
ず
、
適
切

な
支
援
や
受
診
に
つ
な
が
ら

な
い
と
い
う
懸
念
が
あ
る
。

難
聴
高
齢
者
を
積
極
的
に
把

握
す
る
方
法
と
し
て
、
聴
力

検
査
や
、
地
域
の
通
い
の
場

な
ど
で
耳
の
聞
こ
え
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
や
相
談
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。
集
団
健
診
で
の
聴
力

検
査
は
、
検
査
に
適
し
た
静

か
な
環
境
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
、
受
け
入
れ
人

数
や
検
査
方
法
な
ど
、
集
団

健
診
の
委
託
先
で
あ
る
遠
賀

中
間
医
師
会
と
の
協
議
も
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
現
段

階
で
は
実
施
す
る
予
定
は
な

※
こ
の
他
に
も
「
こ
ど
も
家
庭
セ

　

ン
タ
ー
の
機
能
や
支
援
の
対
象
年

　

齢
つ
い
て
」
質
問
し
ま
し
た
。

集
団
健
診
の
場
を
利

用
し
て
の
検
査
は
、
あ
く
ま

で
も
聴
力
に
問
題
が
な
い
か

の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
ふ
る

い
分
け
）
に
な
る
た
め
、
異

常
が
あ
れ
ば
詳
し
い
検
査
が

必
要
に
な
る
。
遠
賀
中
間
医

師
会
と
協
議
し
、
健
康
診
査

と
同
様
に
聴
力
に
関
す
る
事

後
フ
ォ
ロ
ー
の
仕
組
み
を
作

る
考
え
は
な
い
か
。

早
期
に
耳
鼻
咽
喉
科
、

専
門
科
で
の
受
診
に
つ
な
が

る
よ
う
に
勧
奨
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
。
受
け
皿
と
な

る
医
療
機
関
を
確
保
す
る
た

め
、
遠
賀
中
間
医
師
会
と
連

携
し
な
が
ら
、
実
施
方
法
と

併
せ
て
事
後
フ
ォ
ロ
ー
の
仕

組
み
づ
く
り
を
検
討
す
る
必

要
が
出
て
く
る
と
考
え
る
。
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夏も体育館で運動、対策を
検討すべきではないか

冷房設備ではなく、大型扇風機を
増やすなどの検討を行っていく

夏
も
体
育
館
で
運
動

対
策
を
検
討
す
べ
き

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

  た        しろ　          じゅん      じ

田 代 　 順 二

夏
の
日
差
し
を
浴
び
る
体
育
館

町
　
長

町
　
長

町
　
長

※一般質問の議事録は、遠賀町ホームページ
  （https://www.town.onga.lg.jp）で公開します。

令 和 6 年  9  月 1 2 日

教
育
長

健
康
こ
ど
も
課
長

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

子
ど
も
た
ち
が
汗
だ
く
で
練

習
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た

環
境
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え

て
い
る
か
。
保
護
者
か
ら
は

　
「
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
て
ほ
し

い
」
と
の
声
も
あ
る
。
対
策

を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

暑
さ
対
策
は
、
各
小

学
校
体
育
館
に
大
型
扇
風
機

を
配
置
し
、
対
応
し
て
い
る
。

冷
房
設
備
を
設
置
す
る
場
合
、

断
熱
工
事
も
併
せ
て
行
う
必

要
が
あ
り
、
か
な
り
高
額
な

工
事
費
が
か
か
る
た
め
、
冷

房
設
備
で
は
な
く
、
大
型
扇

風
機
を
増
や
す
な
ど
の
検
討

を
行
っ
て
い
く
。

庁
舎
玄
関
横
の
男
子

ト
イ
レ
の
洋
式
化
を

マ
イ
ナ
保
険
証
利
用

登
録
、
使
用
は
任
意

物
価
高
騰
、
低
所
得

者
世
帯
へ
の
支
援
は

庁
舎
正
面
玄
関
横
の

男
子
ト
イ
レ
に
つ
い
て
「
洋

式
に
し
て
ほ
し
い
」
と
住
民

か
ら
要
望
が
出
て
い
る
が
、

町
の
考
え
を
尋
ね
る
。

ご
指
摘
の
男
子
ト
イ

レ
は
、
広
さ
や
便
器
数
の
確

保
な
ど
の
関
係
上
、
洋
式
ト

イ
レ
に
改
修
す
る
こ
と
が
難

し
い
。
洋
式
を
希
望
す
る
人

に
は
、
多
目
的
ト
イ
レ
を
案

内
し
て
い
る
。
令
和
７
年
度

に
防
災
力
機
能
強
化
の
た
め

庁
舎
な
ど
の
改
修
工
事
を
予

定
し
て
お
り
、
そ
れ
に
併
せ

て
検
討
し
て
い
く
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
所

持
率
と
利
用
率
を
尋
ね
る
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
所
有
者
で
保
険
証
機
能
を

付
け
て
い
な
い
人
は
ど
の
く

ら
い
い
る
の
か
尋
ね
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
所

持
率
は
国
保
で
６
３
．
９
％
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
で

６
２
．
４
％
。
ま
た
、
利
用

率
は
国
保
で
１
１
．
７
％
、

後
期
医
療
で
６
．
４
％
だ
。

加
入
者
の
う
ち
、
マ
イ
ナ
保

険
証
を
登
録
し
て
い
な
い
人

は
、
国
保
で
１
３
３
３
人
、

後
期
医
療
で
１
３
９
６
人
だ
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利

用
登
録
お
よ
び
保
険
証
の
使

用
は
本
人
の
任
意
で
あ
る
こ

と
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ

て
い
な
い
人
に
は
、
申
請
な

し
に
資
格
確
認
書
が
交
付
さ

れ
る
こ
と
で
間
違
い
な
い
か

尋
ね
る
。

マ
イ
ナ
保
険

証
の
利
用
登
録
並
び
に
利
用

は
あ
く
ま
で
任
意
で
あ
る
。

ま
た
、
現
在
送
付
し
て
い
る

被
保
険
者
証
の
期
限
が
切
れ

る
前
に
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を

所
持
し
て
い
な
い
人
に
は
資

格
確
認
書
を
一
斉
送
付
す
る

の
で
、
本
人
の
申
請
は
必
要

な
い
。

物
価
高
騰
に
よ
り
苦

し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い

る
世
帯
へ
支
援
す
る
考
え
は
。

状
況
を
見
落
と
す
こ

と
な
く
、
必
要
で
あ
る
な
ら

ば
議
会
に
諮
り
進
め
て
い
く

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
考
え

て
い
る
。

※
こ
の
他
に
も
「
国
民
健
康
保
険

　

の
医
療
費
一
部
負
担
の
減
免
に

　

つ
い
て
」
質
問
し
ま
し
た
。
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①年齢を教えてください
　80 代以上：45％　　70 代：38％　　　60 代：17％
②お住まいについて教えてください
　町 内：97％　　町 外：3％
③議会に関する情報を何で知りましたか（複数回答）
　議員から：48％　　ホームページ：24％　　議会だより：7％　　その他（友人等）：17％
④傍聴した理由を教えてください（複数回答）
　町議会や町政に興味がある：55％　　議員の質問内容に興味がある：59％
　議案に関心がある：45％　　　　　　議員や知人に誘われた：14％
⑤議会・議員に期待することは何ですか（複数回答）
　町民の声の反映　：83％　　　積極的な政策提案：66％
　町政へのチェック：52％　　　ホームページ等を活用した情報発信：21％
　議会だよりの充実：28％
⑥また傍聴したい　　　86％

傍 聴 者 アンケート傍 聴 者 アンケート （回答者 29 人）

　

９
月
定
例
会
に
は
、
延
べ
42

人
が
傍
聴
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

傍
聴
者
の
声
を
一
部
紹
介
し
ま

す
。

初
め
て
の
傍
聴
で
し
た
が

議
題
が
多
く
、
傍
聴
は
と
て
も

特
に
高
齢
者
の
難
聴
と
認

知
症
の
関
連
質
問
に
関
心
を
持

議
員
の
質
問
は
高
齢
者
に

と
っ
て
、
そ
し
て
若
年
性
認
知

症
に
関
し
て
的
を
射
た
良
い
質

問
だ
っ
た
。
視
力
検
査
と
同
様

に
聴
力
検
査
も
し
っ
か
り
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

遠
賀
町
は
素
晴
ら
し
い
。

町
民
目
線
で
。

有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

初
日
は
町
長
の
発
言
し
か
聞
け

な
か
っ
た
が
、
今
後
は
議
員
の

発
言
に
注
目
し
た
い
。

っ
た
。
引
き
続
き
改
善
を
要
望

し
ま
す
。

町
の
財
政
を
考
慮
し
て
の

質
問
（
給
食
費
無
償
化
）
は
と

て
も
よ
く
理
解
で
き
、
町
の
財

政
状
況
も
少
し
わ
か
っ
た
。
聴

力
の
低
下
が
認
知
症
の
リ
ス
ク

を
高
め
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

発
言
中
の
議
員
の
意
見
を

メ
モ
す
る
議
員
が
少
な
く
、
熱

心
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
４
回
の
傍
聴
で

す
が
、
今
後
も
継
続
す
る
予
定

で
す
。学

校
給
食
の
無
償
化
や
体

育
館
の
エ
ア
コ
ン
な
ど
、
も
っ

と
子
ど
も
に
予
算
を
使
っ
て
ほ

し
い
。給

食
費
無
償
化
は
最
終
的

に
は
難
し
そ
う
だ
が
、
一
部
補

助
で
も
い
い
の
で
早
急
に
実
現

さ
せ
て
ほ
し
い
。
不
登
校
、
い

じ
め
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
等
の

問
題
に
し
っ
か
り
取
り
組
み
、

誰
も
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
環

境
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

傍
聴
者
の
声

傍
聴
者
の
声

　

９
月
定
例
会
か
ら
導
入
さ
れ

た
音
声
認
識
表
示
シ
ス
テ
ム
の

傍
聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
満

前
に
座
っ
て
い
る
人
の
頭

で
字
が
見
え
な
い
。

議
員
席
後
部
の
字
幕
は
見

え
な
い
。
二
階
側
面
の
モ
ニ
タ

ー
も
真
横
な
の
で
見
え
に
く
い
。

し
か
し
以
前
よ
り
も
わ
か
り
や

す
く
な
っ
た
。
Ａ
Ｉ
な
の
で
漢

字
の
変
換
が
間
違
っ
て
い
た
。

二
階
は
モ
ニ
タ
ー
で
の
傍

聴
な
ら
別
の
部
屋
を
設
け
て
は

ど
う
か
。
生
の
議
会
を
傍
聴
し

た
い
。遠

く
て
見
え
に
く
い
。
近

く
の
モ
ニ
タ
ー
は
横
に
あ
る
の

で
首
が
痛
く
な
り
長
時
間
は
つ

ら
い
。

足
度
の
平
均
は
約
85
％
で
し
た

が
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に

不
満
な
点
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

音
声
認
識
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
（
回
答
者
19
人
）



議
会
だ
よ
り
に
関
す
る
ご
意
見
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
遠
賀
町
議
会
事
務
局　

☎
０
９
３(

２
９
３)

１
２
３
５　

e-m
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９
月
定
例
会
で
は
令
和
５
年

度
の
決
算
を
審
議
す
る
重
要
な

決
算
特
別
委
員
会
が
あ
り
ま
し

た
。

　

決
算
特
別
委
員
会
は
６
人
の

議
員
で
構
成
さ
れ
、
令
和
５
年

度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
な

ど
を
決
算
書
と
事
業
実
績
報
告

書
を
も
と
に
、
執
行
部
か
ら
の

説
明
を
受
け
ま
す
。
そ
れ
を
も

と
に
議
員
と
執
行
部
で
質
問
を

繰
り
返
し
、
決
算
の
認
定
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。
こ
こ
で
上
が

っ
た
質
問
や
、
指
摘
事
項
が
次

年
度
の
予
算
に
反
映
さ
れ
、
よ

り
良
い
ま
ち
づ
く
り
や
、
発
展

に
寄
与
さ
れ
ま
す
。

　

誰
も
取
り
残
さ
な
い
公
平
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
議
員
と

執
行
部
は
時
に
は
ぶ
つ
か
り
、

時
に
は
手
を
取
り
合
う
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
目
的
は

皆
一
緒
の
は
ず
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
町
の
た
め
人
の
た
め
、
精

一
杯
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

松
尾　

啓
太

遠
賀
議
会
だ
よ
り

発
行
責
任
者

議　

長

　
織
田
　
隆
徳

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委
員
長

　
松
尾
　
啓
太

副
委
員
長

　
立
石
　
紘
一
郎

委　

員

　
野
口
　
久
美
子

　
田
代
　
順
二

　
松
本
　
登

　
萩
尾
　
修
身 本会議の様子は、以下の場所でライブ中継を行います。

遠賀町役場・遠賀町中央公民館・
　　　　ふれあいの里センター・おんがみらいテラス
※遠賀町ホームページからも、視聴することができます。

次回の定例会は  12 月 です
詳しい日程は、11 月下旬に遠賀町ホームページ
　（https://www.town.onga.lg.jp）でお知らせします。

議
場
に
音
声
認
識
表
示
　
　
　

　
　
　
　
シ
ス
テ
ム
を
導
入
！

　
「
よ
り
開
か
れ
た
議
会
の
実

現
」
に
向
け
、
９
月
定
例
会
か

ら
議
場
に
音
声
認
識
表
示
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

難
聴
の
人
や
聴
覚
障
が
い
の

あ
る
人
で
も
議
会
傍
聴
が
で
き

る
よ
う
、
国
の
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
交
付
金
の
採
択

を
受
け
て
整
備
し
た
こ
の
シ
ス

テ
ム
は
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
、
議

場
で
の
発
言
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
議
場
と
傍
聴
席
に
設
置
し
た

モ
ニ
タ
ー
に
字
幕
表
示
す
る
も

の
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
議

会
傍
聴
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
は
町
制
施
行
60
周
年
を

記
念
し
て
、
本
町
の
公
式
イ
メ

ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ロ
ゴ
が

入
っ
た
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
作
成
し
、

議
場
の
全
員
が
着
用
し
た
も
の

で
す
。

　

議
会
と
執
行
部
は
、
町
政
へ

の
共
同
責
務
を
担
っ
て
お
り
、

本
町
を
よ
り
良
い
町
に
す
る
た

め
に
力
を
出
し
合
っ
て
い
ま
す
。

お
ん
が
の
み
ら
い
を
テ
ラ
ス
た

め
に
、
両
輪
と
な
っ
て
こ
れ
か

ら
も
前
に
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　

９
月
定
例
会
初
日
と
最
終
日

の
議
場
が
、
色
鮮
や
か
な
青
色

に
な
り
ま
し
た
。

議
場
が
　
　
色
に
！

　

令
和
６
年
９
月
７
日
（
土
）、

８
日
（
日
）
に
鹿
児
島
県
薩
摩

川
内
市
で
全
国
市
町
村
交
流
レ

ガ
ッ
タ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
議

会
チ
ー
ム
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
（
全
21
ク
ル
ー
）。
予
選
で

は
１
位
チ
ー
ム
に
僅
差
の
２
位

と
な
り
、
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ

で
決
勝
進
出
を
逃
し
ま
し
た
が
、

２
日
目
の
順
位
決
定
交
流
戦
で

奮
闘
し
、
総
合
順
位
で
全
国
８

位
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
は
、

練
習
を
重
ね
、
決
勝
進
出
で
き

る
よ
う
議
員
全
員
で
頑
張
り
ま

す
。

議
会
ニ
ュ
ー
ス

青青

議場に設置された字幕モニター（左）

60 周年ブルーで統一された 9 月定例会

ライトグリーンで揃えた遠賀町議会チーム

第
33
回
全
国
市
町
村

　
　
交
流
レ
ガ
ッ
タ

　
　
　
薩
摩
川
内
大
会

第
33
回
全
国
市
町
村

　
　
交
流
レ
ガ
ッ
タ

　
　
　
薩
摩
川
内
大
会


